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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 67,693 △3.7 1,047 189.3 963 339.1 900 693.7
22年3月期第3四半期 70,306 △12.3 362 △38.4 219 △38.5 113 △63.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 26.52 26.33
22年3月期第3四半期 3.34 3.32

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 55,059 13,501 24.5 396.34
22年3月期 48,853 13,201 27.0 388.03

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  13,470百万円 22年3月期  13,173百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
23年3月期 ― ― ―
23年3月期 

（予想）
5.00 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 95,000 6.6 900 351.0 800 735.0 700 333.1 20.61



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 (3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 37,874,000株 22年3月期  37,874,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  3,886,320株 22年3月期  3,923,580株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 33,971,839株 22年3月期3Q 33,954,528株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期におけるわが国経済は、緩やかな回復を示しましたが、欧米経済の停滞懸念や円高

の進行が続くなど、景気は依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。 

当社グループの事業基盤であります水産、水産加工・流通、食品の各分野におきましても、デフ

レ傾向が継続し回復も足踏み状態となりました。 

この結果、第３四半期連結累計期間における売上高は67,693百万円（前年同四半期比2,613百万円

の減少）、営業利益は1,047百万円（前年同四半期比685百万円の増加）、経常利益は963百万円（前

年同四半期比743百万円の増加）、四半期純利益は900百万円（前年同四半期比787百万円の増加）と

なりました。 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

①食品事業 

食品事業におきましては、すり身においては、練り製品価格の低迷が続きましたが拡販に努め

売上・営業利益ともに増加いたしました。鮮凍水産物においては、北方凍魚は在庫の圧縮や買付

価格の見直しを進め、売上は減少いたしましたが営業利益は増加いたしました。カニは供給量が

減少することで価格の上昇があり売上は増加いたしましたが営業利益は減少いたしました。助子

は販売価格の安値競争の激化により売上が減少いたしましたが、買付価格の低下もあり営業利益

は増加いたしました。加工食品においては、急激な為替変動や市況の低迷が影響し売上・営業利

益ともに減少いたしました。 

この結果、売上高は43,580百万円（前年同四半期比2,410百万円の減少）、営業利益は1,020百

万円（前年同四半期比321百万円の増加）となりました。 

②海洋事業 

海洋事業におきましては、漁網・漁具および船舶・機械においては、船舶機器関係の大型案件

がなく売上は減少いたしましたが、海外における陸上ネット販売が引続き順調に推移し営業利益

は増加いたしました。養殖資材においては、魚粉の価格上昇により養殖飼料の販売が低迷し売上

は減少いたしましたが、海苔養殖作業における省人・省力化を可能にした「システム船」の受注

が好調に推移し営業利益は増加いたしました。 

この結果、売上高は11,457百万円（前年同四半期比250百万円の減少）、営業利益は490百万円

（前年同四半期比249百万円の増加）となりました。 

③機械事業 

機械事業におきましては、国内の水産加工プラントや韓国向けの豆腐プラントの受注が減少し

売上は減少いたしましたが、国内の惣菜・冷食・調理食品向け設備の受注や、中国、米国向け製

麺プラントの受注が順調に推移し営業利益は増加いたしました。 

この結果、売上高は4,674百万円（前年同四半期比329百万円の減少）、営業利益は185百万円

（前年同四半期比67百万円の増加）となりました。 

④資材事業 

資材事業におきましては、衛生関連商材の大幅な受注減により売上は減少いたしましたが、建

材用フィルムにおける加工品商材の販売や、農業資材の販売が順調に推移し営業利益は増加いた

しました。 

この結果、売上高は7,168百万円（前年同四半期比119百万円の減少）、営業利益は134百万円

（前年同四半期比28百万円の増加）となりました。 

⑤バイオティックス事業 

バイオティックス事業におきましては、健康食品市場の低迷が続くなか、各種健康食品および

アグリマックス（健康食品用素材）の拡販に努めてまいりましたものの、売上高は198百万円（前

年同四半期比22百万円の減少）、営業損失は6百万円（前年同四半期比32百万円の減少）となりま

した。 

⑥物流事業 

物流事業におきましては、当第３四半期より九州地区における食品を中心とした物流事業を開

始し、売上高は501百万円、営業損失は21百万円となりました。 

⑦その他 

その他の事業といたしましては、不動産の賃貸、生命保険および損害保険の代理業を行ってお

り、売上高は111百万円（前年同四半期期比18百万円の増加）、営業利益は44百万円（前年同四半

期期比６百万円の増加）となりました。 
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なお、アルミ船事業を行っていたニチモウクラフト有限会社を清算することとし、特別損失とし

て子会社整理損38百万円を計上いたしました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は55,059百万円（前連結会計年度比12.7％増）と

なりました。 

総資産の増加は、主として売上債権の増加によるものであります。 

（総負債） 

当第３四半期連結会計期間末における総負債は41,558百万円（前連結会計年度比16.5％増）と

なりました。 

総負債の増加は、主として仕入債務及び短期借入金の増加によるものであります。 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は13,501百万円（前連結会計年度比2.2％増）とな

りました。 

純資産の増加は、主として四半期純利益によるものであります。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、3,696百万円（前年同期は4,208

百万円）となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の5,385百万円の増加、たな卸資産の585百万

円の減少、仕入債務の2,620百万円の増加等により1,020百万円のマイナス（前年同期は223百万円

のマイナス）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入による支出1,031百万円、有形及び無形

固定資産の取得による支出459百万円等により等により1,450百万円のマイナス（前年同期は654百

万円のマイナス）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の借入の純増3,464百万円、長期借入金の返

済による支出643百万円等により2,738百万円のプラス（前年同期は2,293百万円のプラス）となり

ました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の連結業績予想につきましては、前回公表（平成22年11月５日）いたしました業

績予想に変更はありません。 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しており

ます。 

 

② 棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計年度末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結

会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積を考慮した予算に基づく年間償却予定額を期

間按分する方法によっております。 
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④ 法人税等の算定方法 

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

これによる、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

②「連結財務諸表に関する会計基準」の適用 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務

諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、

当第１四半期連結累計期間より、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しておりま

す。 
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３．四半期連結財務諸表
(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期
連結会計期間末

(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,534 4,296

受取手形及び売掛金 19,644 14,250

商品及び製品 12,306 12,441

仕掛品 766 621

原材料及び貯蔵品 1,773 2,403

繰延税金資産 42 22

その他 2,244 1,987

貸倒引当金 △173 △163

流動資産合計 42,137 35,858

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,751 6,794

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,938 △4,932

建物及び構築物（純額） 1,813 1,862

機械装置及び運搬具 4,113 3,996

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,160 △3,033

機械装置及び運搬具（純額） 953 963

工具、器具及び備品 579 543

減価償却累計額及び減損損失累計額 △486 △471

工具、器具及び備品（純額） 93 71

土地 2,252 2,269

建設仮勘定 215 68

有形固定資産合計 5,328 5,235

無形固定資産

のれん 207 14

その他 132 71

無形固定資産合計 339 85

投資その他の資産

投資有価証券 6,087 6,283

長期貸付金 190 438

破産更生債権等 1,776 1,711

その他 753 751

貸倒引当金 △1,570 △1,538

投資その他の資産合計 7,237 7,646

固定資産合計 12,905 12,967

繰延資産

社債発行費 16 27

繰延資産合計 16 27

資産合計 55,059 48,853
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(単位：百万円)

当第３四半期
連結会計期間末

(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,620 8,918

短期借入金 19,924 16,260

1年内償還予定の社債 3,625 125

1年内返済予定の長期借入金 1,234 1,322

未払法人税等 84 82

賞与引当金 146 348

事業構造改善引当金 143 143

その他 1,360 851

流動負債合計 38,139 28,051

固定負債

社債 187 3,750

長期借入金 2,191 2,605

長期未払金 77 77

繰延税金負債 151 349

退職給付引当金 424 386

役員退職慰労引当金 83 146

負ののれん 127 159

その他 174 125

固定負債合計 3,418 7,600

負債合計 41,558 35,652

純資産の部

株主資本

資本金 4,411 4,411

資本剰余金 22 22

利益剰余金 10,485 9,761

自己株式 △1,104 △1,115

株主資本合計 13,814 13,079

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 494 777

繰延ヘッジ損益 △59 △24

為替換算調整勘定 △778 △657

評価・換算差額等合計 △343 94

新株予約権 30 27

少数株主持分 0 0

純資産合計 13,501 13,201

負債純資産合計 55,059 48,853
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(2) 四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 70,306 67,693

売上原価 64,442 61,265

売上総利益 5,863 6,427

販売費及び一般管理費 5,501 5,380

営業利益 362 1,047

営業外収益

受取利息 57 71

受取配当金 129 124

持分法による投資利益 70 241

その他 144 131

営業外収益合計 402 568

営業外費用

支払利息 420 406

貸倒引当金繰入額 25 78

その他 99 167

営業外費用合計 544 653

経常利益 219 963

特別利益

固定資産売却益 0 －

土地売却益 － 80

投資有価証券売却益 1 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 8

保険解約返戻金 62 －

特別利益合計 63 88

特別損失

固定資産売却損 － 5

固定資産除却損 17 9

投資有価証券評価損 － 29

関係会社整理損 16 －

子会社整理損 － 38

関係会社株式評価損 － 19

ゴルフ会員権評価損 2 －

訴訟関連損失 57 －

特別損失合計 93 102

税金等調整前四半期純利益 189 949

法人税、住民税及び事業税 104 73

法人税等調整額 △28 △25

法人税等合計 75 48

少数株主損益調整前四半期純利益 － 901

少数株主利益 0 0

四半期純利益 113 900
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 189 949

減価償却費 297 308

のれん償却額 49 12

負ののれん償却額 △32 △32

繰延資産償却額 11 11

賞与引当金の増減額（△は減少） △205 △200

退職給付引当金の増減額（△は減少） 92 △23

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 43

受取利息及び受取配当金 △175 △184

支払利息 420 406

持分法による投資損益（△は益） △70 △241

投資有価証券評価損益（△は益） － 49

投資有価証券売却損益（△は益） △1 －

有形固定資産除却損 10 4

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △75

関係会社整理損 16 －

子会社整理損 － 38

ゴルフ会員権評価損 2 －

売上債権の増減額（△は増加） △4,961 △5,385

たな卸資産の増減額（△は増加） 327 585

前渡金の増減額（△は増加） △400 116

前受金の増減額（△は減少） △10 95

仕入債務の増減額（△は減少） 4,358 2,620

割引手形の増減額（△は減少） 99 73

その他 29 71

小計 37 △754

利息及び配当金の受取額 202 192

利息の支払額 △392 △386

法人税等の支払額 △69 △71

営業活動によるキャッシュ・フロー △223 △1,020
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △126 △1,031

定期預金の払戻による収入 108 115

有形及び無形固定資産の取得による支出 △449 △459

有形及び無形固定資産の売却による収入 0 91

投資有価証券の取得による支出 △6 △99

投資有価証券の売却による収入 12 0

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出 － △20

短期貸付けによる支出 △1,252 △2,403

短期貸付金の回収による収入 938 2,193

長期貸付けによる支出 △66 △43

長期貸付金の回収による収入 148 288

その他 38 △80

投資活動によるキャッシュ・フロー △654 △1,450

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,987 3,464

長期借入れによる収入 2,788 143

長期借入金の返済による支出 △2,239 △643

社債の償還による支出 △72 △62

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △169 △170

その他 △0 7

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,293 2,738

現金及び現金同等物に係る換算差額 △42 △17

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,373 250

現金及び現金同等物の期首残高 2,835 3,358

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 86

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,208 3,696
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(4) 継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報等 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 

 
食品事業 

(百万円) 

海洋事業 

(百万円) 

機械事業

(百万円)

資材事業

(百万円)

バイオテ
ィックス
事業 

(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高     

(1)外部顧客に対す
る売上高 

45,991 11,707 5,004 7,288 220 93 70,306 － 70,306

(2)セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

－ 219 － － － － 219 (219) －

計 45,991 11,927 5,004 7,288 220 93 70,525 (219) 70,306

営業利益又は営業損
失(△) 

699 241 117 105 26 37 1,227 (865) 362

 

 

【セグメント情報】 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準

第17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

 

１ 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象とな

っております。 

当社グループは食品、海洋、機械、資材、バイオティックス等の複数の事業を営んでおり、そ

の事業区分ごとに当社及び当社の連結子会社が単一もしくは複数の事業に従事する事業活動を展

開しております。 

したがって、当社グループは事業別のセグメントから構成されており、「食品事業」、「海洋

事業」、「機械事業」、「資材事業」、「バイオティックス事業」、「物流事業」の６つを報告

セグメントとしております。 

「食品事業」は、すり身、鮮魚、冷凍魚、魚卵、切身加工品、魚卵加工品、くん製加工品の製

造・加工・販売を主な事業としております。「海洋事業」は、底引漁具、旋網漁具、養殖用資材、

船体、船用機器、船用品の製造・加工・販売を主な事業としております。「機械事業」は、食品

加工機械の製造・加工・販売を主な事業としております。「資材事業」は、塩化ビニールシート、

ダンボール、紙器、農畜資材の販売を主な事業としております。「バイオティックス事業」は、

発酵大豆製品、健康食品の製造・加工・販売を主な事業としております。「物流事業」は、物流

配送を主な事業としております。 
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

 
食品事業 海洋事業 機械事業 資材事業

バイオテ
ィックス
事業 

物流事業 計 

その他 
（注） 

合計 

売上高     

  外部顧客へ
の売上高 

43,580 11,457 4,674 7,168 198 501 67,581 111 67,693

  セグメント
間の内部売
上高又は振
替高 

－ 228 － － － － 228 － 228

計 43,580 11,685 4,674 7,168 198 501 67,810 111 67,921

セグメント利
益 又 は 損 失
（△） 

1,020 490 185 134 △6 △21 1,803 44 1,847

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を営んでおりま

す。 

 

３ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当

該差額の主な内容（差額調整に関する事項） 
（単位：百万円） 

利  益 金  額 

報告セグメント計 

「その他」の区分の利益 

全社費用 

1,803

44

△799

四半期連結損益計算書の営業利益 1,047

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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